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I. はじめに 

 外部からのデータの取り込みは、CSVファイルでの入力・出力のほかに、“らくらく図書館”

で作成した図書データの取り込みも出来ます。これらについて説明します。 

 

II. CSVファイルの入力・出力について 

1 重要な注意事項 

すでに図書データがある場合、外部から図書データを入力（インポート）と、内部の図書デー

タに重要な損傷を与える危険がありますので、原則としてデータの取り込みは行わないでくだ

さい。 

ただし、図書ソフトの導入時に、他の図書館ソフトや”エクセル”などにある書誌データをこ

の図書館ソフトに取り込むことが出来ます。 

注意点として、データ項目は、ソフトのバージョンアップに伴い項目が変わることがあります

ので、あらかじめこの図書館ソフトのデータを外部に出力(CSVファイル)して、それをエクセ

ルなどに読み込んで、データの項目を調整してください。 

 

2 CSVファイルでの出力 

図書登録・変更 ⇒ 補助作業 ⇒ CSVデータ出力 を実行してください。 

出力したファイル(Book.csv)を開くとエクセルが起動して次のような画面になります。 

 

お手元のデータを取り込みたい場合は、必ずサンプル出力したデータの列項目に合わせて編集

してください。項目の整列順が違うと、正常な読み込みはできません。 

 

【重要な注意事項】 

➢ 内容紹介の中に改行記号が含まれる場合、出力は正常にできますが、あとで説明する CSV入

力は正常に行うことが出来ません。 

➢ CSV ファイルをエクセルで開いたとき、ISBN コードは“指数表示”になりますので、セル

の書式設定で、“数値”に変更してください。指数表示のままエクセルを保存して閉じると、

正常に“CSV入力”が出来ません。 
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3 ISBNコードについての注意 

この例のように ISBNコードが指数表示になっている場合は、通常の数値表示に変更してから

保存してください。（セルの書式設定で変更） 

“指数表示”のまま保存すると、そのまま保存されて“CSV入力”は正常に出来ません。 

  

  

  

 

【セルの書式変更】 

 次のように数値に変更してください。 

 

 

  



4 そのほかの注意事項 

➢ 他のソフトからデータを使用するとき、サンプル例のようにデータの無いところは空白にし

てください。 

 

➢ エクセルの列は、“内容紹介”を含む場合は A ~ AK まで、含まない場合は A ～ K まで

あります。列を削除したりすると読み込みは出来ません。 

➢ 次のフィールドはコード管理になりますので、“図書室”のよう文字は入れないでください。 

このコードは、“データ入力”であらかじめマスター登録をしてください。 

 

➢ 次のフィールドの Ture や False はパソコンの内部で使用する論理データです。 

他のソフトからのデータを編集するときは、空白にするか、必要に応じて Tureまたは False

にしてください。 

 

 

 

 

 

 

  



5 編集したデータの保存について 

 通常は上書き保存が無難です。ただし、その場合は、あらかじめ元データはコピーして保存

しておいてください。 

 

名前を付けて保存する場合は、次の点を注意してください。 

ファイルの形式（CSV UTF-8）は次のようにしてください。 

 

ファイル名の拡張子は、自動的に”CSV”が付きます。 

 

 

6 編集した CSVファイルの入力（インポート） 

 読み込みを行う前に、現在のデータは必ずバックアップを取ってから行ってください。 

図書登録・変更 ⇒ 補助作業 ⇒ CSV入力 を実行してください。 

 

➢ 既にあるレコードは、編集した内容で上書きされます。 

➢ 存在しないレコードは新規のレコードとして追加されます。 

重要な注意として、 

新規に追加したいと思っていたレコードの“図書番号”が既にあるレコードと同一であれば、

既存のレコードは読み込んだレコードに置き換わります。 

復元出来ませんので注意してください。 

  

 

 

 

  



III. 図書データの併合 

複数のパソコンで分担して図書登録を行い、それを一つに併合するための機能です。 

失敗しても元に戻せませんのでデータのバックアップコピーを取ってから行ってください。 

“併合するときの選択”では通常は“追加のみ”で行ってください。 

 

 

【改訂 7版】の場合 

“図書データの併合”を押すと、次のような画面がでますので、読込先の”TyoNData.db3”

のファイルを指定して開くと、分担して入力したデータが今使用しているデータに集めること

が出来ます。 

 

 

注意事項は、前述したものと同じです。 

 

 

IV. MARCデータの読込 

MARC データの読込ボタンを押すと、次のような画面になります。日書連と大阪屋の MARC

に対応して、別ソフトであらかじめ引き当てたデータまたは販売会社より提供されたデータを

一括してインポート出来ます。 

ただし、この処理は、“書店”などが扱う場合以外は、この機能は通常は使用することはあり

ません。 

 

 


